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1.は じ め に
 酸素分子か ら水分子までの還元過程で生 じる中間
体は活性酸素 と総称 され,概 して反応性が高いため,
細胞に対 し強い毒性を もつ1も活性酸素は,紫 外線,
電離放射線の照射や化学発ガン剤などの環境要因に
よって生成するばか りでな く,好 気性生物の通常の
酸素利用の過程 でも細胞内に生 じている。 したがっ
て,酸 素毒性に対する防御は好気的条件下で生育す
る生物にとって必須 の機構であ り,酸 素ス トレス適
応応答は原核生物から高等真核生物まで普遍的に見
られる現象である。
 酸素の一電子還元に よって生 じる活性酸素はスー
パーオキ シ ドと呼ばれ,こ の消去酵素 としてスー
パーオキシ ドジス ムタ ーゼ(SOD)が 知 られてい
る2)。SODは,酸 素にさらされる環境にある生物の
ほ とん ど全てが もっていることか ら,好 気的環境下
で生育す るために必須の酵素 と考 えられている3)。
大腸菌 にこは,マ ンガンを もつMn-SOD4)と 鉄をも
つFe-SOD5)の2種 類のSODが 存在 してお り,そ
れぞれの遺伝子sodA(Mn・SOD)6,7)と 1/i(Fe-
SOD)8・9)も 単離されている。2つ の酵素 の役割の
違いははっきりしていないが,Fe-SODが 常に一定
の レベルで合成 されているのに対 し,Mn-SODは
嫌気的条件下では合成 されず酸素存在下で誘導 さ
れ10,11),パラコー トな どのスーパーオキシ ド増産剤





 Mn-SODの 発現制御 は転写段階において行われ
るほか,翻 訳後に も金属依存的に行われ る13,14)0転
写段階におけ る調節は,SoxRSを 含む6種 類の転
写制御因子が関与 してお り,そ れ らの作用部位は
sodAの プ ロモーター領域 に位置 してい る15)。 Sox
RSは 酸素 ス トレス適応応答 の制御因子の一つで,
スーパーオキシ ドによって誘導 され る遺伝子の発現
を転写段階で調節 している16・17)。SoxRSは 細胞 内
のス ーパ ーオキ シ ド濃度 の上 昇に よ り活性化 さ
れ18),sodAに 対 しては転写活性を上昇 させるはた
らきをもつ。
 cAMP-CRPは 大腸菌 における糖代謝系遺伝子の
転写制御因子であ り,糖 利用に関与する遺伝子の多
くが この制御下 にあ る19)。cAMP-CRP欠 損変異株
は好 気 的 条 件 下 に お いて も増 殖 で きる ので,
cAMP-CRP制 御系の酸素ス トレス適応応答への直
接の関与は考え られていない。 しか しながら,糖 代





におけ るsodAの プロモーター活性 とcAMP-CRP
制御系の関係を検討 した。
五. 実験材料 ・方法
1.菌 株 およびベ クター
 本 研 究 に用 いた 大腸 菌 は,表1に あ げ てあ る。
MC1061は,プ ラス ミ ドDNAの 調製 と β一ガ ラク ト
シ ダーゼ活 性 の 測定 に 用 い,TP2010とTP2139は
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表 1 菌株
Genotype Source Strains 
MC1061 hsdR mcrB araLl139 Ll(araABC必u)7679 
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phate (cAMP)は SIGMA社製を用いた。 methyl




































































PsodA fragment (496 b) 
PsodA→ 
pMS-Psod496 
図 1 pMS-Psod496の構築。 PsodAはsodAのプロモーター領域，矢印はその転写方向を表す。
amp，アンピシリン耐性遺伝子 ;rhaT，ラムノーストランスポーター遺伝子。









































































































に取り込み cAMP-CRP系が回復する。一方， TP 
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